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“Big Two-Hearted River”とセザンヌ
―色彩と構図―

萩　野　智　美
（英米文学専攻博士後期課程３年）

　アーネスト ・ ヘミングウェイ（Ernest Hemingway, 1899-1961）が1925年、ニューヨークで

出版した初期の作品 In Our Time は、15編の短編と15編の中間章（interchapter）で構成さ

れている
（１）

。その15編の短編の中には、ニック ・ アダムズという男性を主人公にした作品が８

編あり、このニックは、作者ヘミングウェイの分身もしくはペルソナとも言われている。そ

の８編を通じてニックの様々な成長過程が読み取れるが、そこにはヘミングウェイ自身の経

験が反映されているようだ。これら８編だけではなく、他の短編でも程度の差こそあれ、ニッ

クの抱えている問題が、あるいは作者自身が抱えていた問題が読み取れるだろう。

　その中でも、In Our Time の最後を飾る“Big Two-Hearted River : Part Ⅰ”および“Big 

Two-Hearted River : Part Ⅱ”の２部作（注１を参照）は、ニック ・ アダムズがたった１人

でキャンプを張って鱒釣りをする物語である。この作品の内容に関してヘミングウェイは、

パリ滞在時代の師であり家族ぐるみでも親交の深かった女流作家ガートルード ・ スタイン

（Gertrude Stein, 1874-1946）に、1924年８月15日付の手紙で「だいたい100ページほどの長さ

で何も起こりません（It is about 100 pages long and nothing happens）」（Selected Letters, 

122）と述べていた。またヘミングウェイは、1948年に批評家マルカム ・ カウリー宛の手紙

で、「この作品のニックは傷を負って戦争から戻ってきましたが、彼の傷や戦争について、こ

の物語ではまったく言及していません」（A Life Story,127）と語っているし、さらに1953年

１月23日付の編集者チャールズ ・ プーア宛の手紙では次のように書いている。

ご承知のように、それは戦争から戻ってきた１人の若者の物語なんです。私が覚えてい

る限り、１度も戦争については言及していません。そのことが物語のためになったこと

の１つでしょうね。（Selected Letters, 798）

　また、1950年代に執筆され、ヘミングウェイの死後に出版されたパリ時代の回想録である

A Moveable Feast（1964）では、「この物語は戦争からの帰還についての話だけれども、そこ

では戦争については何も触れていない」（76）と言っている。

　戦争におけるニックの傷については中間章「第６章」に描かれており、彼はイタリア戦線

で命に別状はないものの、脊椎を負傷して救護を待っている。しかし彼の傷は、身体的なも

のだけではなく、心の面でも負ったかのようだ。それはたとえば“Big Two-Hearted River : 
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Part Ⅰ”で、ニックがテントを張るのにふさわしい場所を求め、食事を作って食べるとき

の、いかにも慎重な行動からも窺える。テントに関しては少しでも平らな場所を選んだり、

寝床になる毛布の下からシダの根を抜いたりしているし、夕食作りで缶詰のスパゲッティを

温めすぎて熱くなったときは、「舌を火傷してすべてを台無しにしたくなかった」（140）た

め、空腹だったのにもかかわらず冷めるまで待った。同様に食後のコーヒーについても、異

様なまでに慎重かつ丁寧に淹れ、冷めるまで待ってからゆっくり飲むのだが、これも少しで

も失敗しないようにしているかのようだ。その背景には、ニックが精神的にぎりぎりの状態

になっていたことが想像される。まるでちょっとでも失敗したら、そこから一挙に崩れてし

まうのを恐れているかのように。そんなニックの精神状態の背景にはまた、彼の、たぶん戦

争による心の傷があったと思われる
（２）

。

　その戦争に関しては、ニックが来ているシャツの「色」にも見られるかもしれない。彼は

「カーキ色のシャツ（khaki shirt）」（147）を着ているが、この色は第１次世界大戦の多くの

参戦国によって、軍服の色として採用されていた。つまり、カーキ色自体が戦争を想起させ

るだけでなく、ニックがそれを着ていることで、彼が未だに「戦争」を引きずっていること

を暗示しているのかもしれない。この作品は直接戦争と関係ないように見えるが、中間章「第

６章」とこのカーキ色からも、戦争とそれによるニックの心身の傷の影が読み取れるだろう。

　こうした戦争による心と身の傷の２つを併せたものが、heart だろう。タイトルにもなっ

ている heart は、身体臓器の「心臓」であるとともに（比喩的には）「心」の宿るところでも

あり、まさしく心と身の２つにかかっている。その例として、ニックの「心臓／心」が動く

場面が３度ある。

　最初は物語序盤、ニックがシーニーの町に降り立ってキャンプ地を捜し求める前に、橋の

上から川の淵にいた１匹の鱒を眺めている場面である。

Nick’s heart tightened as the trout moved. He felt all the old feeling.（134）

（ニックの心臓は、鱒が動くにつれて引き締まった。彼は昔の感覚をすべて感じた。）

　次は Part Ⅱの中盤で１匹の鱒がヒットし、釣り糸が勢いよく飛び出しているときの場面。

With the core of the reel showing, his heart feeling stopped with the excitement, ……

（150）

（リールの芯が見えるにつれて、彼の心臓の感覚は興奮で止まった。）

　そして最後は、鮭と同じくらいの大きさの鱒を逃がしてしまった後である。

His mouth dry, his heart down, Nick reeled in.（150）

（彼の口は渇き、心臓は落ち着き、ニックはリールを巻いた。）

　この３度のニックの心臓の動きの中で、最も重要と思われるのが、最初の心臓の動きだろ
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う。それというのも、ここがニックの心の動きを表す初めての場面であり、この心の描写が、

心身の回復の第１段階と考えられるからだ。

　だが、この作品にはもう１つ興味深い点がある。それは画家のセザンヌに関することだ。

ヘミングウェイの死後に発表された「書くことについて」（“On Writing”）という文章
（３）

の中

で、ニックを通して画家のセザンヌへの言及がある。それによればニックは「作家」であり、

その創作態度もしくは執筆方法は、セザンヌを手本としている。たとえば次のように。

He wanted to write like Cezanne painted.（239）

（彼はセザンヌが描いたように書きたかった。）

He, Nick, wanted to write about country so it would be there like Cezanne had done it 

in painting.（239）

（彼、ニックは故郷について、セザンヌが絵の中でしていたように、それがそこにある

ように書きたかった。）

　「作家」のニックはセザンヌの描き方に倣おうとしていたわけで、そうである以上、その

ニックについて考えるときは、セザンヌの存在を念頭に置く必要があるだろう
（４）

。

１．色　彩

　最初に「色彩」を通じて、ニックの心身の回復を読み取ってみる。そこで重要となってく

るのが、今引用したニックの「心臓」の動く場面、とりわけ最初の場面だ。ここでニックは、

鱒を見ただけで心臓が動くのだが、これを回復の兆しと捉えていいだろう。そのことは、た

とえば情景描写における「色彩」の変化に見ることができる。それまでは、火事で焼けたシー

ニーの町の burned-over country（焦げたあたり一帯）や、burnt timber（焦げた木材）、brown

（茶色）、また茶色を連想させる ground（地面）、log（丸太）、そして黒を連想させる shadow

（影）が、作品に暗い色をつけていた。しかしニックの心臓が、鱒が動くにつれて締め付けら

れ、彼が昔の感覚をすべて感じた後から、情景は明るい色彩を持ち始める。その変化は、次

の３つの場面に見られる。

The burned country stopped off at the left with the range of hills. On ahead islands of 

dark pine trees rose out of the plain.（135; underlines mine）

（焦げた土地は、左側にある丘陵地の連なりとともに終わっていた。前方には、暗いマ

ツの木立があたりの平原で島のように盛り上がっていた。）（下線は引用者による）

There was nothing but the pine plain ahead of him, until the far blue hills that marked 

the Lake Superior height of land.（135; underline mine）

（陸地の高台にあるスペリオル湖を特徴づける遠くの青い丘陵地までは、彼の前方には
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マツの平原以外は何もなかった。）（下線は引用者による）

They［=many grasshoppers］were all black. They were not the big grasshoppers with 

yellow and black or red and black wings whirring out from their black wing sheathing 

as they fly up. These were just ordinary hoppers, but all a sooty black in color.（135; 

underlines mine）

（彼ら［＝たくさんのバッタ］はみな黒かった。彼らは、黄色と黒あるいは赤と黒の羽

を持ち、飛ぶときに黒い羽を鞘から出してブンブン音を立てている大きなバッタではな

かった。それらはただの普通のバッタたちだったが、みな煤のような黒い色をしてい

た。）（下線は引用者による）

　最初の引用では、黒や茶色を想起させる「焦げた土地」が終わり、前方には平原から始ま

る「暗いマツ」の木々の森林地帯が見え始める。この森林地帯は「暗い」とあるが、森林自

体は「緑」を想起させる。２番目の引用では、マツの平原の先の丘陵地には「青」が見えて

いる。最後の引用にあるバッタは、黒あるいは煤けた黒色だが、本来のバッタの色である黄

色や赤が、少なくとも言葉の上では見え始めている。このバッタの「黒」は、シーニーの町

が火事で焼け焦げてしまったことが原因だが、この黒い色調の町はまた、イタリア戦線で負

傷して救護を待つニックを描いた、中間章「第６章」の瓦礫やオーストリア兵の死体が散乱

している、荒廃した町の色調と重なっているだろう。そうすると、本来の色を失って黒くなっ

ているバッタもまた、本来の明るさを失って黒となっているニックの心の状態と重なって見

えてくるのではないか。つまり、先の橋の上から鱒を見て「心臓」が動き始めたのは、彼の

「心」が再び本来の色調を取り戻して、回復に向かう第１歩と見えないだろうか。

　そして、その１歩を踏み出した後に white（白）、Blonde Venus（金髪のヴィーナス）、赤

を想起させる tomato catchup（ケチャップ）、そしてオレンジ色を想起させる fire（火）、flame

（炎）などの多彩な色が出てきて、ニックのいる世界を色づかせ、明るさを持たせている。

ニックが本来の心のありようを取り戻し始めていることを、このような様々な色彩を通じて、

間接的に表しているのだろう。やはり、ニックの心身の傷の回復と色彩はつながっていると

言えるだろう。

　またこの短編には、たくさんの green（緑）に関するものが描かれている。まず緑そのも

のである green の他に、tree（樹木）、wood（森林地帯）、heathery（ヒースの）、sweet fern

（シダ）、jack pine（バンクスマツ）、meadow（草地）、grass（草）、weed（雑草）などがあ

る。こうした「緑」の「色彩」を表す語が Part Ⅱに集中しているが、green は各種象徴事典

にあるように、「自然」の他に「生命」や「復活」を象徴する色でもある。Part Ⅱに green

や green に関連する語が多いのは、Part Ⅰで第１歩を踏み出したニックの心身の傷の回復
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が、Part Ⅱではさらに進んでいることを表しているのだろう。

　この作品において、色彩が閑却し得ない問題になっていることが見えてきた。では、セザ

ンヌの色彩とのつながりは何だろうか。ゴットフリート ・ ベームが著書『ポール ・ セザンヌ

「サント ・ ヴィクトワール山」』の中で、「セザンヌの色彩の特徴の１つに、色彩において三原

色を調和させている」と述べている（115）。三原色とは、すべての色を表すために必要な３

つの色のことで、人間の視覚の性質によって、その３つの色ですべての色が表現できるとい

うものだ。三原色には光と絵の具の２種類があり、前者の場合では赤、緑、青の３色、後者

では赤紫、青緑、黄色の３色である。この三原色を、先に挙げた色彩が出てくる３つの場面

に当てはめることはできないだろうか。最初の暗いマツの森林地帯（緑）、その先の丘陵地

（青）、そして焼け野原で黒ずんだバッタの羽にも少しずつ差してくる色（黄色と赤）。これら

の色彩は、光の三原色で見れば緑、青、赤に、絵の具で見れば青緑、黄色、赤紫となる。

　さらにベームは、「セザンヌは深い調子をもった色彩から絵をかたちづくる。彼は最も暗い

部分を置くことで、色の量感を出し、絵を響かせようと試みる」とも述べている（113）。こ

のことは、“Big Two-Hearted River”においても当てはまるようである。先に見たように、

冒頭の火事で焼け野原となったシーニーの町の場面では、burnt（焦げた）、burned（焼け焦

げた）、brown（茶色）、shadow（影）という暗さを表す色彩が繰り返し使用されていた。fire

（火災）、sun（日の光）といった、心を興奮させる色彩はそれぞれ１度ずつしか見られない

が、それはニックの心臓が鱒によって動かされることと重なり合って、彼の心の興奮をさら

にはっきりと際立たせるものとなっている。このように暗さから明るさへ、無彩色から豊か

な色彩へと変化する過程は、ニックの心身の傷の回復の過程を、間接的かつ象徴的に表すこ

とになるだろう。ちょうどセザンヌが「暗い部分」から描き始め、徐々にその近くに「明る

い色彩」を置いていったように、ヘミングウェイの場合も、シーニーの町の焼け野原の暗い

色調から徐々に明るい色彩を増やしていく。

　そして Part Ⅱのキャンプ２日目の鱒釣りから、回復がさらに進んでいく。

　He［=Nick］wriggled his toes in the water, in his shoes, and got out a cigarette from 

his breast pocket. He lit it and tossed the match into the fast water below the logs. A 

tiny trout rose at the match, as it swung around in the fast current. Nick laughed. He 

would finish the cigarette.

　He sat on the logs, smoking, drying in the sun, the sun warm on his back, the river 

shallow ahead entering the woods, curving into the woods, shallows, light glittering, big 

watersmooth rocks, cedars along the bank and white birches, the logs warm in the 

sun, smooth to sit on, without bark, gray to the touch; slowly the feeling of disappoint-
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ment left him. It went away slowly, the feeling of disappointment that came sharply 

after the thrill that made his shoulders ache. It was all right now. His rod lying out on 

the logs, Nick tied a new hook on the leader, pulling the gut tight until it grimped into 

itself in a hard knot.（151; underlines mine）

　（彼［＝ニック］は水中に入っている靴の中でつま先をくねらせ、そして胸ポケットか

ら１本のタバコを取り出した。彼はそれに火をつけ、丸太の下の速い流れへとマッチを

放り投げた。１匹の小さな鱒が、速い流れの中でくるくる回るマッチに向かって現れた。

ニックは笑った。彼はタバコを吸い終えた。

　彼は丸太の上に座り、タバコを吸いながら、日なたで乾かした。太陽は彼の背中を温

めた。川は浅く、前方が森の方へと曲がりながら森に流れ込んでいた。浅瀬では日光が

きらめいていて、大きく、水でつるつるになった岩があった。岸に沿ってヒマラヤスギ

と白樺の木々があり、丸太は太陽で温まり、樹皮もなく、座るには滑らかで、はっきり

しない手触りだった。失望感がゆっくりとニックから離れていった。それはゆっくりと

消えていき、ニックの両肩を痛めさせたスリルの後に激しくわいた失望感だった。今で

は大丈夫だった。彼のロッドは丸太の上においてあった。ニックは鉤素に新しい釣り針

を結び、てぐすが硬い結び目になるまで、きつく引っ張っていた。）（下線は引用者によ

る）

　ここでニックは、１匹の鱒を釣り損ねた際に感じた大きな失望感を鎮めようとするのだが、

よく見るとこの場面では「太陽」とその「光」で満ち溢れており、そのためだろうが、光の

三原色である赤、緑、青も現れている。赤は「タバコ」（cigarette［２回］）、「火をつけた」

（lit）、緑は「森」（woods［２回］）や「ヒマラヤスギ」（cedars）、そして青は、丸太が「灰

色」（gray）で表現されているところに読めるかもしれない。丸太は gray to the touch とあ

るように、触覚的に「あいまい」であるわけだが（gray=indeterminate and intermediate in 

character［RHD］）、では、なぜ触覚で感じられたものを視覚的な色彩用語を使っているの

か。gray の第１義は当然「灰色」だが、それはまた、フリースの象徴事典によると、エリザ

ベス朝では青（blue）の意味で用いられることがあったという。つまりこの gray には、触っ

た際の「あいまいではっきりしない」感触と、「灰色」さらには「青」という色彩の両方の意

味がかけられているかのようだ。また、光の三原色の赤と緑と青を合わせると白になるので、

「白樺」（white birches）も意味を持ってくるだろう。そうすると光に満ちあふれたこの場面

から、回復への１歩を踏み出したニックが、鱒を取り逃がすことで１度は落胆し失望感に包

まれるものの、それでもなお回復へと向かう様が、光の三原色を通じてよりはっきりと読み

取れるだろう。
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　さらに物語終盤、ニックが２匹釣った鱒の臓器を取り除き、川できれいに洗っている場面

も、見逃せない。

When he held them back up in the water they looked like live fish. Their color was not 

gone yet.（155; underlines mine）

（彼［＝ニック］が鱒を水中に背を上にして持っていると、鱒たちは生きている魚のよ

うに見えた。彼らの色はまだ失われてはいなかった。）（下線は引用者による）

　鱒たちは体内の臓器すべてが取られ、命がないにもかかわらず、「生きている魚」のように

見え、「まだ色は失われてはいない」という。これは「生命」が「色彩の世界」にあることを

表しているのだろう。さらに、ニックの心臓が釣りによって動いたり止まったりしていたこ

とも踏まえると、鱒のまだ消えていない色は、ニックの心身の傷が癒えて生が回復する様を

暗示することになるだろう。このように色彩を使いながらニックの回復の様子を描いている

のは、やはりセザンヌに学んだためではないか。

２．構　図

　ヘミングウェイが「セザンヌがどのように風景を作ったかを正確に理解することを学んだ」

（A Moveable Feast, 69）と明言している以上、色彩のみならず、構図にも目を向けなければ

ならない。先にも挙げたように“On Writing”でニックは、今自分が釣りをしている自然豊

かな川や森を「セザンヌのように描きたい」と言っているし（239）、その後でも、セザンヌ

の構図について思いを巡らせている。

He knew just how Cezanne would paint this stretch of river. God, if he were only here 

to do it.（240）

（彼はセザンヌが川のこの広がりをどのように描くのかを正確に知っていた。あぁ、彼

がそれをするためにただここにいてさえしてくれれば。）

Nick, seeing how Cezanne would do the stretch of river and the swamp, ……（240）

（ニックは、セザンヌが川のその広がりと沼をどのように描くのかと想像しながら……）

　さらに、ヘミングウェイはガートルード ・ スタイン対して、「セザンヌのようにその故郷を

書こうとしている」とも言及している（Selected Letters,122）。こういったことから、この短

編の自然描写はセザンヌの構図を手本にしていると考えていいだろう。

　ヘミングウェイ作品の自然や風景描写に注目すると、そのような描写がとても多く、かつ

丁寧に詳細に表現されていることが分かる。その効果なのだろうか、文字で表現されている

にもかかわらず、まるで絵画を見ているような、目の前にその光景が広がっているような臨

場感がある。まさしくそれは、セザンヌの特徴の１つである、描く対象物を様々な角度（視
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点）から捉え、１つのキャンヴァスに描き出す「多視点」を彷彿とさせるような書き方なの

だ。

　またセザンヌの他の特徴として、自然を「円筒形」、「円錐形」、「球体」のいずれかに当て

はめて描くというものもある。セザンヌは1904年４月15日付のエミル ・ ベルナール宛の手紙

で、次のように言っている。

自然は球体、円錐形、円筒形として取り扱わなければならない。そのすべてが透視法に

従い、物体と面の前後左右が中心の一点に集中されるべきである。広さを示す水平の平

行線は一種の自然の区画で、われわれの目前に全知全能の永遠の神が展開した素晴らし

い光沢と言って差し支えない。この水平線に交差する垂直線は深みを加える。自然は広

がりよりも深みにおいて見られるべきもので、この点から赤や黄色で表される光の波動

の中に空気を感じるために青の量を十分入れる必要がある。『（改訳）回想のセザンヌ』

（57）

　この「物体と面の前後左右が中心の一点に集中されるべきである」とは、「透視法」あるい

は「遠近法」（perspective）の「消失点」もしくは「収束点」（vanishing point）のことで、

２次元のキャンヴァスに３次元の奥行きを持たせるために、イタリア ・ ルネッサンスのジオッ

トやレオナルドあたりから試みられ始めた技法である。また「自然」を「球体、円錐形、円

筒形」として取り扱うというのは、19世紀後半から提唱され始めた「位相幾何学」（topology）

に淵源があるようだが、セザンヌはそれらを自分の作画に応用したのだろう。また「空気」

を感じさせるために赤や黄に加えて青を増やすように言っているのは、『モナ ・ リザ』に見ら

れるようなレオナルド的な空気遠近法も考えられるだろう（現在は色彩によって遠近感を出

すのは「色彩遠近法」とよばれ、空気遠近法とは別と考えられている）。そして、ヘミング

ウェイは、このセザンヌの作画の方法を、言葉で自然を描く際に応用したように思われる。

たとえば次の自然描写にそれが見られるのではないか。ここは Part Ⅱ最後近くで、ニックが

先の２匹の鱒を捕まえた後、煙草を吸いながら川を眺めて一休みしているときの場面である。

　① Ahead the river narrowed and went into a swamp.　② The river became smooth 

and deep and ③the swamp looked solid with cedar trees,　④their trunks close together, 

their branches solid.　It would not be possible to walk through a swamp like that. The 

branches grew so low. You would have to keep almost level with the ground to move 

at all. You could not crash through the branches. That must be why the animals that 

lived in swamps were built the way they were, Nick thought.

　He wished he had brought something to read. He felt like reading. He did not feel 

like going on into the swamp. He looked down the river. ⑤ A big cedar slanted all the 



“Big Two-Hearted River” とセザンヌ

― 91 ―

way across the stream.　Beyond that the river went into the swamp.

　Nick did not want to go in there now. ⑥ He felt a reaction against deep wading with 

the water deepening up under his armpits, to hook big trout in places impossible to 

land them. ⑦ In the swamp the banks were bare, the big cedars came together over-

head, the sun did not come through, except in patches; ……（pp.154-155; underlines 

mine）

（①その川の前方は先細りし、１つの沼へと続いていた。②川は滑らかで深くなり、そし

て③沼はヒマラヤスギで密（solid）に見え、④幹はびっしりつまって、枝々は密（solid）

になっていた。あのような沼を歩いて通ることは不可能だった。枝々はとても低く茂っ

ていた。動くには地面にほとんど水平に保たなければならない。枝々の中を強引に進む

ことはできない。そのことが、沼に住む動物たちがあのような状態に形成された理由に

ちがいない、とニックは思った。

　何か読むものを持ってくれば良かったなと彼は思った。彼は本を読みたい気分だった。

彼はその沼に入って行きたくなかった。彼は川の先の方を見た。⑤大きなヒマラヤスギが

１本、流れを完全に覆うように斜めに傾いていた。その先の方で川は沼へと続いていた。

　ニックは、今はそこには入って行きたくなかった。⑥彼は深さに抗って、わきの下まで

水が深まってくる中を歩いて行くことに嫌悪を感じた。その場所で大きな鱒を引っ掛け

たとして、その鱒たちを引き上げることは不可能だ。⑦沼では、土手は草木がなく、大き

なヒマラヤスギの木々が頭上で寄り集まり、太陽の光はまだらにしか入ってこなかった。

……）（下線は引用者による）

　下線①を見ると、川の前方は先細りしてそのまま沼に通じているが、その先細りしていた

「narrowed」という語自体が、まず遠近法的だろう。そして下線⑤にあるように、流れを１

本の大きなヒマラヤスギが屋根のように覆っており、さらに先の方の沼では下線⑦のように、

両側の土手（banks）でやはりヒマラヤスギが屋根のように頭上を覆っている。また下線②

にあるように、川はその「深さ」が強調されているので、川の深さを想像して視野に入れれ

ば、ニックの視点からは、川を円錐形の底の部分から見ていることになるだろう。つまり、

セザンヌに倣いつつ円錐形を使って遠近法的な立体感を出しているわけだが、そもそもこの

川の先端の沼も立体的に描かれていた。下線③では「沼はヒマラヤスギで密（solid）に見え

た」と、下線④では「幹はびっしりつまって、枝々は密（solid）になっていた」とあるが、

solid には元 「々立体的（having three dimensions（length, breadth, and thickness）, as a geo-

metrical body or figure［RHD］）」の意味があり、ランダムハウスではこれを第１義に挙げ

ている。つまり、この solid の語自体が遠近法的な意味を含んでいたのだ。
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　また、この土手の両側から樹木が覆い被さ

るように生えている光景は、セザンヌの有名

な『大水浴図』を彷彿とさせる。この絵では、

沼の手前でたくさんの裸の女性の水浴者たち

がいる頭上に、両側から大きな木が寄り集まっ

て交差するように描かれている。まさに、ヘ

ミングウェイの今のこの沼の光景のように。

またそうすると、下線⑥のニックが嫌がって

いた、脇の下まで水に浸かりながらの釣りと

いうのも、どこか水浴図のイメージと重なっ

てくるかのようでもある。また、沼の深さや頭上で交差するように木が寄り集まっているこ

の沼のイメージからは、セザンヌが言う立体的な球体も読み取れるかもしれない。

　では、セザンヌの言う「円筒形」はどうだろうか。すぐに浮かんでくるのは「丸太（log）」

だろう。Part Ⅰでは２回だが、Part Ⅱではなんと33回、log という語が使われているが、特

に Part Ⅱの中盤から最後にかけてはその頻出度は極めて高い。ニックが休息のために座る丸

太やその下に餌のバッタが潜んでいる丸太もあるが、ここで注目したいのは、まさにセザン

ヌ的な「垂直線としての川」と交差する水平線としての「丸太」だろう。

Down about two hundred yards were three logs all the way across the stream.（145）

（およそ200ヤード下ったところに、流れをすっかり横断するようにして３本の丸太が

あった。）

Ahead was the smooth dammed-back flood of water above ⑧ the logs.（149; underline 

mine）

（前方では、水の氾濫を抑える丸太の向こうを水が滑らかに流れていた。）（下線は引用

者による）

Under and beyond the logs was a deep pool.（151）

（丸太の下や丸太の向こう側には深い淵があった。）

　これらを見ると、log を across（横断して）、above（向こうに）、under（～の下に）、beyond

（～の向こうに）などの位置や線、奥行きや深さを表す語と一緒に使うことで、log が横ある

いは垂直の線として使用されていることが分かるだろう。そうすると、この log はセザンヌ

の横線または水平線だと言えるのではないか。さらに、下線⑧の水の流れを止める丸太は円

筒形ではあるけれども、その意味もさることながら、奥行きを強調する線としても活用され

ている。また Part: Ⅱの冒頭、ミンクが川を渡る際に川にかかっている丸太を横切っている

セザンヌ『大水浴図』
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場面も見過ごせない。

　Down about two hundred yards were three logs all the way across the stream. 

They made the water smooth and deep above them. As Nick watched, a mink crossed 

the river on the logs and went into the swamp. （145）

（およそ200ヤード下ったところに、流れをすっかり横断するようにして３本の丸太が

あった。それらは水流を滑らかにし、また丸太の向こうを深くさせていた。ニックが見

ていると、１匹のミンクが丸太を使って川を渡り、沼へと入って行った。）

　３本の丸太は流れに架かる橋の役割を担っているようだが、流れを横断する横の線と、流

れが丸太の向こうで深くなっていることが、セザンヌの言う「広さを示す水平の平行線」や

「この水平線に交差する垂直線は深みを加える」を連想させるだろう。また、ミンクが渡る丸

太も横の線を強調しているが、ここにミンクの動きが加わることで、さらに横の線を強調さ

せるとともに、遠近感が生まれ奥行きを感じさせるようになっている。まるで、セザンヌの

「すべてが透視法に従い、物体と面の前後左右が中心の一点に集中されるべき」という言葉を

忠実に再現しているかのように。

　絵画表現と文学表現は当然ながら異なるわけだが、この作品におけるヘミングウェイの独

自のスタンスは、セザンヌの表現方法を自身の小説の表現方法に応用した点にあるだろう。

キャンヴァスに絵の具で表現する絵画の方法を、紙に文字を綴る文学に取り込み、絵画の「色

彩」と「構図」を言葉に変換し、その言葉の集まりを通じて、自然の光景を読み手の眼前に

生き生きと示そうとしていたように思われる。

注

（１） ヘミングウェイはその前年の1924年に、当時住んでいたフランスのパリにて同じタイトルで、
ただしすべて小文字表記の in our time を出版していた。パリ版の in our time は、全部で18
編のスケッチ的な小品を集めたものであった。ヘミングウェイは翌25年にニューヨークで短
編集を出版するが、その際は、各短編の間に小品を「中間章」として挿入することにした。
ただ短編と小品の数が合わないため、最後の長い短編“Big Two-Hearted River”を Part Ⅰ、
Part Ⅱの２つに分け、パリ版 in our time の中からより物語性の強い小品を“A Very Short 
Story”、“The Revolutionist”の題をつけて短編に「昇格」させ、1923年に出版していた Three 
Stories and Ten poems の中から２編（“Out of Season”, “My Old Man”）を挿入し、また小
品１編を“L’ Envoi”の題で跋文として最後に配置した。さらに５年後に「スミルナの埠頭
にて」“On the Quai at Smyrna”を冒頭に付して出版したのが現行の In Our Time である。

（２） ニックの心の傷については、７番目の短編“Soldier’s Home”を考えなければならない。こ
の短編は、戦争から帰還した青年ハロルド ・ クレブズの物語である。戦争による身体的な傷
はないが、心が傷ついたクレブズは「故郷（home）」にも、世話を焼く母親のいる「家

（home）」にも心の安住（home）が得られず、職を得ようと１人で旅に出る。主人公はニッ
クではないが、まるで彼がハロルド ・ クレブズと名前を変えて戦争から帰還し、中間章「第
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６章」の後日譚として描かれているかのように読み取れること、ニックとクレブズの家庭環
境や戦争体験が似ているという点から、クレブズにニックを重ねることができる。そうする
と、中間章「第６章」では身体の傷を負ったニックの姿が、“Soldier’s Home”では身体の傷
は治ったものの、心の home までは得られず、安住の home を探し求める彼の姿が描かれて
いると言えるだろう。そして、戦争で心身ともに傷ついたニックは“Big Two-Hearted River”
に辿り着く。ここでニックは慎重すぎるくらい１つ１つの行動をするのだが、特に注目した
いのはテント設営である。ニックは慎重にテントを張り、完成したテントの中はカンヴァス
の気持ちのいい匂いがし、すでに何か神秘に満ちた居心地のよい（homelike）ものがあった。
そのようなテントの内側にニックが入っていくと、彼は幸せな気分になる。また、自分で作っ
た野営のテント（camp）は落ち着き、何もニックを傷つけることができないものとなってい
る。つまり「camp=home」であるということがここから読み取れる。そうして心の安住を捜
し求めてやって来た“Big Two-Hearted River”で、ニックは心身の回復を図っているのだ
ろう。

（３） “Big Two-Hearted River”には、元々は Part Ⅱの結末部分となっていて、短編集として出版
される際に削除された、およそ９ページ分の文章がある。それがヘミングウェイの死後1972
年に、ニックが登場する物語を集めた短編集『ニック ・ アダムズ物語』（The Nick Adams 
Stories）が出版されたとき、「書くことについて」（“On Writing”）と題され、そこに収録さ
れて復活した。この文章に関してヘミングウェイは、1924年11月15日付のロバート ・ マコル
モン宛の手紙で「長い釣りの物語におけるあの心の会話（mental conversation）のすべては
たわごと（shit）で、全部削除した。最後の９ページだ」、「最初からそうあるべきだという
ように、物語を書き終えた。“Big Two-Hearted River”に関しては、まさに徹底的した

（straight）釣りの物語なのだ」（133）と、その削除理由を述べている。
（４） ヘミングウェイがセザンヌの作品から影響を受けたのは、「パリ修業時代」と言われる1920年

代のパリ滞在時期だろう。ガートルード ・ スタインは、ピカソやマティスなどの画家のパト
ロンをしていたこともあって、様々な絵画を所有していた。彼女の家は時にサロンとなり、
芸術家たちの集いの場となっていた。そういったことが、ヘミングウェイが彼女の家で名画
を眺めては芸術について語り合ったり、ピカソなどの画家たちと親交を深めるきっかけとなっ
た。また、ヘミングウェイは A Moveable Feast で、セザンヌを求めてほとんど毎日のように
リュクサンブール美術館へ通い、マネやモネ、他の印象派たちの絵画を鑑賞していたことを
明記している（13）。さらに「単純な真実の文章を書くということが、作品に次元を持たせる
ために決して十分ではないことをセザンヌの絵から学んだ」（13）と述べており、セザンヌの
絵画や彼の創作上の技法に感銘あるいは影響を受けていことが分かる。
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